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 日ごろは、福祉行政をはじめとする市政各般にわたり、格別の御理解、御

協力をたまわり厚く御礼申し上げます。 

 このたび、市では第３次稲沢市地域福祉計画を策定いたしました。地域福

祉とは、市民の皆さまが今お住まいの地域で安心して暮らせるよう、個人、

地域全体、社会福祉関係団体、市などがお互いに協力し合って福祉の課題解

決に取り組もうという考え方です。そのため、地域福祉の推進にあたっては、

市だけではなく、市民一人ひとりの意識向上が大変重要になってきます。 

 今回、地域の実情にあった計画を策定するために、市民アンケートをはじ

め、各地区まちづくり推進協議会の御協力を得て、意見交換会を行ってまい

りました。それぞれの地域におけるさまざまな生活課題をお伺いさせていた

だくことができ、大変感謝しております。それらの御意見は、今回の地域福

祉計画だけでなく、今後の福祉行政にも生かしてまいりたいと思います。 

 また、今回の計画の中で、地域福祉推進の核となる、福祉の拠点を整備す

ることを計画の推進体制とさせていただきました。市民の皆さまの多様なニ

ーズにお応えできるよう、体制を整え着実な福祉施策の実施をめざしてまい

ります。 

 なお、計画の策定にあたり、策定委員の皆さまをはじめとする多くの方の

御協力に対し感謝申し上げますとともに、第１次、第２次から引き継いだ計

画の基本理念「みんながいきいきと生活できる地域社会をめざして」の実現

のため、皆さまとともに地域福祉の推進を図ってまいります。 

 

   平成２７年３月 

 

稲沢市長  大 野 紀 明   
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第１章 地域福祉計画の概要 

１ 基本的な考え方 
 

 地域では、介護を必要とする高齢者や障害者（児）、子育て中の親、ひとり

暮らしで話し相手がいない人、言葉や文化の違いで戸惑っている外国人など、

さまざまな支援を必要としている人が生活しています。今日の地域で生じる

課題は多様化しており、その解決のための手段や資源も多様なものが求めら

れます。地域における人と人とのつながりや地域の組織の力などで解決でき

る課題も多く、そうした「自助」・「共助」の視点から地域福祉施策を推進し

ていくことが必要です。 

 また、今日、高齢者や障害者、子どもや子育て家庭への福祉施策は、それ

ぞれの分野の制度の下で充実されつつあります。地域福祉の分野では、これ

らの分野別施策だけでは充足できない福祉課題を扱っていくことも重要なテ

ーマとなります。そうした「公助」としての機能の充実を図っていくことも

重要です。 

地域福祉の推進には、市民一人ひとりの主体的な参加や行動が求められま

す。行政の公的なサービス、民間事業者やボランティア、ＮＰＯなどによる

サービス、そして市民どうしの支えあいなど、さまざまな資源が互いに力を

発揮しあい、安心できる地域社会を実現していくことが、地域福祉のめざす

ところです。 

 

 

２ 「地域」とは 

この計画において「地域」とは、多層的に解釈します。大きくは「市町村

全体」、次いで「支所単位」、「学区・校区単位」、「自治会・町内会単位」とな

り、最も細かい地域の単位が「自治会・町内会の組・班の単位」となると考

えています。 

 

 

 

 

 

 

 
資料：厚生労働省「これからの地域福祉のあり方に関する研究会報告書（平成 20 年３月）」 

５層：市町村全体 

４層：市町村の支所 

３層：学区・校区 

２層：自治会・町内会 

１層：自治会・町内会の組・班 
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第１章 地域福祉計画の概要 

３ 計画の目的と位置づけ 

 

３－１ 計画の目的 

 この計画は、稲沢市における地域福祉の推進を目的としています。そのた

めには、日常生活において、住民どうしが課題を見つけ、お互いに気づき、

助け合い、協力しながら課題の解決をめざしていくことができる地域の環境

を整備していくことが必要となります。 

 こうした地域福祉を推進する主体が、自らの役割やめざすべき方向性を明

確に認識し行動するための基本指針としてこの計画を策定しました。 

 この計画は、2019 年（平成 31 年）を目標年度とする５か年計画としま

す。 
 
 

３－２ 計画の位置づけ 

 この計画は、社会福祉法第 107 条の規定に基づく「市町村地域福祉計画」

として、地域福祉の推進に関する事項をまとめた計画です。 

 また、この計画は、稲沢市総合計画の基本構想に即して策定しています。

さらに、市の福祉関連計画（介護保険事業計画、高齢者福祉計画、障害者計

画、障害福祉計画、子ども・子育て支援事業計画等）との整合性を勘案して

います。 

 この計画は、策定委員会をはじめ、市民アンケート調査、各地区で開催し

た「意見交換会」など、市民の皆さまのご意見を踏まえて策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲

沢

市

総

合

計

画 

介護保険事業計画 

高齢者福祉計画 

障害者計画 

障害福祉計画 

子ども・子育て支援事業計画 

その他の福祉関連計画 

第３次 稲沢市地域福祉計画 
＜平成 27～31 年度＞ 
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第１章 地域福祉計画の概要 

４ 計画策定までの取り組み 

 

４－１ 計画策定プロセス 

 計画策定までの市民参加プロセスとして、「地域福祉についてのアンケート

調査」をはじめ、「策定委員会」、「意見交換会」、「パブリックコメント」など

を実施しました。特に、「意見交換会」では、地域で活動している皆さまの視

点から多様なご意見をいただきました。また、市役所内では、庁内プロジェ

クト会議を設置し、各課の担当者の参画を得て策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「稲沢市地域福祉計画」の策定 

現状と課題の整理・新計画の検討 

アンケート調査 
・市民 2,800 人 

・1,376件回収（49.1％） 

・中学生以上を対象 

市の現状把握 

各課の関連施策調査 

・第２次計画の進捗状況 

・関連施策の課題整理 

意見交換会 

・９地区で１回ずつ開催 

地域福祉計画の作成・検討 

◎策定委員会での検討 

  ◎庁内プロジェクト会議 

  ◎パブリックコメント 

  ◎ホームページでの情報公開 

計画策定までの取り組み 
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４－２ アンケート調査の実施 

 計画の策定にあたって、アンケート調査（地域福祉についてのアンケート

調査）を以下のように実施しました。 

 

「地域福祉についてのアンケート調査」 

調査地域 稲沢市全域 

調査対象 稲沢市に居住する中学生以上の男女 

サンプル 2,800 件（有効回収数 1,376 件 有効回収率 49.1％） 

調査方法 郵送法 

調査時期 平成 26 年７月 

 

 

４－３ 意見交換会 

支所・市民センター単位で、地域住民に参加していただき、意見交換会を

実施しました。 

 

実施期間 平成 26 年 10 月 28 日～11 月 17 日 

実施方法 

・ 各地区（支所・市民センター単位）にて実施 

・ 各地区、10 名前後の参加をいただき、下記の課題について意

見交換 

・ １～1.5 時間程度で実施 

 

①地域の現状・課題について 

・子どもに関すること 

・高齢者に関すること 

・その他 

②地域福祉の推進に向けて 

・福祉の課題を抱えている人に対して、地域で

はどのような取り組みが可能か 

・行政は何に力を入れるべきか 

 

 

 

 

 


